




















表記について [ 1 ]































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　命題外副詞…(1) 価値判断の副詞、(2) 真偽判断の副詞、(3) 発話行為の副詞、
　　　　　　　　(4) 領域指定の副詞1)





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 蓋然性を表す表現 否定形 疑問 文代名詞 連体修飾 過去文
80パーセントである ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
確 率 ガ 高 イ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
可 能 性 ガ ア ル ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
　シ ソ ウ ダ　 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
（ような）気ガスル ＋ ＋ ＋ ＋/－ ＋
　 ト 　 思 　 ウ 　 ＋ ＋ ＋/－ ＋/－ ＋
φ － － － － －
　カモシレナイ　 － － ＋ ＋ ＋
　ニチガイナイ　 － － － ？ ？
　 ヨ 　 ウ 　 ダ 　 － － － － ＋
　 ラ 　 シ 　 イ 　 － － － － ＋
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ヨ ウ ダ 不確定






















































































　 b. 彼がいるから、北海道大学に行くんですか。（田窪1987：例文(30) ）
　(41)a.?? 英語をマスターするために、アメリカに行きますか。（田窪1987：例文(29) ）




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 . 4 . 2　人称制限
　先行研究では、「サゾ」は二人称や三人称の事態に用いられるとされている。たしかに、







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　‘The adverb masaka is used to express the speaker's strong belief that an action or a
state is not expected to become or to have become a reality. The action or the state is
usually smomething that is not desirable for the speaker, but not always.’
　　　　‘The final predicate is either a thinking verb, a conjecture expression daro, or an


























































































































































































(28) (29)の「マサカ」も、例文(28)' (29)' の「マサカ」と同様に、引用文の中で発話時点
における話し手の心的態度を表していると考えられる。
　同様に、例文(30)の「マサカ」もこの文の発話時点におけるものではない。この場合、

































































































































































































































































































































































































































think it impossible that Michiko is in Tokyo.”に相当するとした。一方、例文(95c)について
は、「話し手は、みちこが東京にいない可能性が高いと考えている」（森本1994：71）
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【要旨】
　本研究は、現代日本語における「蓋然性を表す副詞」について、モダリティ論の立場から意
味記述を行なったものである。従来、蓋然性を表す副詞の研究は、「キット」と「カナラズ」
の類義分析を除いてほとんど進んでいなかった。その原因として、①各副詞の違いが単なる蓋
然性の高さの違いとして捉えられてきたこと、②事態の蓋然性と判断の蓋然性が混同して議論
されてきたこと、③副詞の意味と文末のモダリティ形式の意味とが一体的に捉えられ、両者の
間で循環論に陥っていること、④副詞の意味規定の基となるべき文末のモダリティ形式の意味
が十分に説明されていないことが挙げられる。本研究は、先行研究にこうした問題点のあるこ
とを指摘し、蓋然性を表す副詞の体系を明示的に示している。
　従来、蓋然性を表す副詞は、蓋然性の高いものから低いものへと一次元的なスケールの上に
並んでいると捉えられてきた（図１）。
　　　　カナラズ　　キット　　タブン　　モシカスルト　　ヒョットスルト
　　　　高　←──────────────────────→　低　〔蓋然性〕
　　　図１　一次元的な捉え方
　これに対し、本研究では話し手が切り取った客体世界の事態を表す「命題」と、発話時点に
おける話し手の心的態度を表す「モダリティ」とを区別して考えた。命題とモダリティの区別
は、①否定の焦点となるかどうか、②疑問の焦点となるかどうか、③文代名詞の対象となるか
どうか、④連体修飾成分となるかどうか、⑤過去文の中に収まるかどうか、という５つの「主
観性判定テスト」によって行った。これらの条件を満たすものが命題で、満たさないものがモ
ダリティであると判定される。その結果、「カナラズ」などが客観的な命題副詞であるのに対
し、「キット」などは主観的なモダリティ副詞であることが明らかとなった。
　従来の研究では、「キット～ニチガイナイ」や「ドウモ～ヨウダ」などの共起を根拠にして、
「キット」と「ニチガイナイ」はともに蓋然性の高いことを表すとか、「ドウモ」と「ヨウダ」
はともに根拠のある推量を表すといった説明がなされてきた。しかし、本研究では副詞と文末
形式は互いに独立した意味を担っていると考える。このことは、「キット」が推量文だけでな
く意志文、命令文、勧誘文にも使われたり、同じ推量文でも「ニチガイナイ」だけでなく「φ」
や「ダロウ」とも共起することや、「ドウモ」が推量文だけでなく「ドウモ様子が変だ」のよ
うに不確定を表す認識文にも使われることから証明される。そこで、本研究ではまず副詞の意
味とは独立に文末形式の意味分析を行なった。
　文末形式に関しては、①一般に蓋然性の高さの違いとされる「カモシレナイ」と「ニチガイ
【要旨】
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ナイ」が、認識と推量判断の違いであること、②「ダ/φ」と「カモシレナイ」が認識確定性の
確実と不確実で対立していること、③推量判断の「ヨウダ」は比況の「ヨウダ」から説明され、
推量判断の「ラシイ」は伝聞の「ラシイ」から説明されること、④「ダロウ」が認識や推量判
断のための証拠不足を述べた表現であることを指摘した。この点に本研究の特徴がある。また、
一般にモダリティ表現とされる「ソウダ」や「ベキダ」が、主観性判定テストの結果、命題表
現であることも明らかにした。
　●真偽判断のモダリティを表す文末形式
　　　「ダ/φ」：当該の事態の成立が確実であると認識したことを表す
　　　「カモシレナイ」：当該の事態の成立が不確実で、他の事態の成立する可能性もあると
認識したことを表す
　　　「ニチガイナイ」：　話し手の確信により、当該の事態の成立が確実であると推量した
ことを表す
　　　「ヨウダ」：二つの事態に共通の属性があることを根拠に、当該の事態が成立すると推
量したことを表す
　　　「ラシイ」：他者からの情報や外界の現象を根拠に、当該の事態が成立すると推量した
ことを表す
　　　「ダロウ」：証拠不足のため当該の認識や推量判断が確証できないことを表す
　蓋然性を表す副詞は、蓋然性、主観性、被修飾成分や共起する文末形式、判断の根拠の違い
によって分類される（図２）。
　　
　　　　〔事態の蓋然性〕　　　〔判断の蓋然性〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　マサカ　（想定外）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サゾ　（共感）
（確実さ）　　カナラズ　　　　　　　キット
　　　　　　　キマッテ　　　　　　　　　　　（推量）　　タシカ　（想起）　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　オソラク　　　　　ドウヤラ　（不確実）
（大部分）　　タイテイ　　　　　　　タブン　　　　　　ドウモ
　　　　　　　タイガイ
　　　　　　　オオカタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　モシカスルト　（想定外の事態の成立）
　　 図２　本研究で考察した副詞
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　本研究の特徴は、これらの副詞が単なる蓋然性の高さの違いによって区別されるのではなく、
主観性の違い（命題、モダリティ）、使われる文の種類の違い（推量文、意志文、命令文、勧
誘文、認識文、想起文）、判断の根拠の違い（直感によるか、裏付けとなる根拠に基づくか、
共感によるか、過去の記憶の想起によるか）、発話の前提を必要とするか、といった観点から
区別されることを指摘した点にある。以下、本研究で分析した副詞の意味を記す。
　　●判断の蓋然性を表す副詞（モダリティ副詞）
　　　「キット」：事態の実現に対する話し手の強い信念を表す
　　　「タブン」：推量判断において直感的にある一つの帰結を導き出したことを表す
　　　「オソラク」：推量判断において根拠に基づきある一つの帰結を導き出したことを表す
　　　「サゾ」：推量判断において共感に基づきある一つの帰結を導き出したことを表す
　　　「アルイハ」、「モシカスルト」、「ヒョットスルト」：当初、当該の事態の成立する
可能性を想定していなかったが、発話時点において当該の事態の成立する可能性も
あると判断したことを表す（想定外の意味は「アルイハ」、「モシカスルト」、
「ヒョットスルト」の順に強くなる）
　　　「ドウモ」：話し手の認識が不確定で事態の成立がはっきりしないことを表す（推量文
に使われると、当該の事態の成立を示唆する様相の現れが不確定であることを表す）
　　　「ドウヤラ」：当該の事態がある基準点にほぼ近づいたことを表す（推量文に使われる
と、当該の事態の成立を示唆する様相の現れが完全にではないがある基準点にほぼ
近づいたことを表す）
　　　「タシカ」：当該の事態の成立を話し手の記憶によって確認することを表す
　　　「マサカ」：当該の事態が想定外のものであることを表す
　　●事態の蓋然性を表す副詞（命題副詞）
　　　「カナラズ」：事態が例外なく確実に成立することを表す
　　　「キマッテ」：既成の反復的な事態が確実に成立することを表す
　　　「タイテイ」：数的な面から、事態が大部分の場合に成立することを表す
　　　「タイガイ」：量的な面から、事態が大部分の場合に成立することを表す
　　　「オオカタ」：割合の面から、事態が基準点に大部分到達したことを表す
　蓋然性を表す副詞は、それぞれこうした様々な側面から蓋然性と関わっているのである。
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